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（４） 
９月市議会定例会開催される！ 
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あ し あ と 

２０１４年４月１日～２０１４年６月３０日までの主な行動 

【地域活動】  
               

・和光小学校入学式 

・第５中学校入学式 

・黒原橘町自治会定期総会 

・寝屋川市自転車の駅オープン 

・桜寿会桜まつり大会 

・大阪実践経営塾 

・松本順一後援会竹の子掘り 

・西南コミセン定期総会 

・大阪府下水道協会総会 

・松本順一生き活きコンペ 

・記念朝起き会 

・西南コミセングランドゴルフ大会 

・寝屋川竹炭づくりの会定例会 

・南コミセンまつり 

・西南コミセンまつり 

・松愛会寝屋川支部総会 

・黒原橘町地区懇談会 

・平野会ゲートボール大会 

・寝屋川商団連総会 

・寝屋川演奏家クラブ発表会 

・和光小学校運動会 

・啓明小学校運動会 

・第５中学校運動会 

・神田幼稚園運動会 

・西北コミセンまつり 

・アドバンスフォト展示会 

・地域教育協議会講演会 

・震災対策技術展 

・松親会総会 

・四季の行事（潮干狩り） 

【その他】 
 

・松本順一生活者相談会 
・松ちゃんと語ろう会 

・連合北河内街頭地域行動 

・電機近畿ブロック議員団会議 

・北河内議員団海外視察 

・電機北河内組織内議員団労使懇 

・連合大阪との意見交換会 

・連合大阪北河内地域メーデー 

・民主党１２区幹事会 

・電機北河内地区連幹事会 

・Ｐａｎａｓｏｎｉｃチャレンジ大会２０１４ 

・デバイス総合支部支部委員会 

・寝屋川教組定期大会 

・民主党大阪府連常任幹事会 

 

【議会活動】 
 

・幹事長会議 

・農政企画委員会 

・有功者選定諮問委員会 

・議員厚生会理事会 

・農業委員会現地視察 

・会派会議 

・議会運営委員会 

・５月市議会臨時会 

・消防組合議会定例会 

・６月市議会定例会 

・文教常任委員会 

・総務・建水常任委員会（傍聴） 

 

 

６月９日（月）に枚方寝屋川消防組合の議会が開催されました。その後、緊急情報

管理センターの視察をし、現在の消防行政の概要について確認をさせていただきま

した。自然災害での緊急対応や「５分消防」「５分救急」体制構築に向けて着実な対

応が図れています。安全・安心な街づくりは、私たちの暮らし良さの基本です。 

今後、更に強化するよう求めてまいります。 

          “安全安心な暮らしへ”（消防組合状況）  

寝屋川市議会議員の松本順一です。日頃より温かいご支援を賜り心から 

感謝申し上げます。 

ところで、季節が変わるごとに市内のあちらこちらで、草花を観賞すること 

ができますが、市民の皆さん 

は、寝屋川市の「木」と「花」をご存知でしょうか？ 

木は「さくら」花は「ばら」なのです。本市では昭 

和４３年４月に“まちを花と緑で美しくする美化運 

動の推進により、市を愛する精神と、まちを美し 

くする意識高揚を図ろう！”という思いから市の 

木と花を選定しました。選定は、市民の皆さん 

からのアンケート調査により行われたと聞き及 

んでいます。市内には桜やバラをはじめ多くの 

花々が四季それぞれに咲き誇り私たちの心に 

安らぎを与えてくれています。現在本市におい 

ては、「散歩道推進事業」として自治会などと連 

携し「花ロードづくり」を市内４か所（大利公園・川勝町・寝屋川駅前線・黒原橘町）につくるとと 

もに、コミセン毎に「緑化教室」を開催し積極的に緑化推進を図っています。また、各家庭でも

庭先で花を育てておられる光景を見受けることなど、行政と市民が協働して花を育てることは、通行する市民は勿論のこと、ま

ちに潤いと活力を生み出す原動力になっているように感じます。 

木や花を大切にし、育てる気持ちは、寝屋川市のまちを育てる気持ちや愛着を感じ続ける市民意識に繋がり、「花ロードづく

り」は「街づくりの第一歩」と言えるでしょう。今後も市民の皆さんとともに“花づくりの想い”を築き上げていきたいと考えていま

す。 

 

４月１日より、私が所属している会派「新生ねやがわクラブ議員団」の人員

が６名から４名になるとともに、私は、会派の幹事長職を担うことになりました。

また、構成人数の変更により、第３会派から第４会派になりました。「議会運営

は数」と言われますが、会派力を高め、行政や他会派に影響力のある会派と

して一層努力してまいります。 

５月臨時議会（５月１３日（火）～１４日（水））で、平成２６年度の議員役員体

制が決定しました。私は学校教育や社会教育などについて審議する「文教常

任委員会」に所属するとともに、消防活動や救急搬送などを司る「枚方寝屋川

消防組合議会議員」の役職に就き勢力的に活動しています。現場からの発

想・市民の目線を基本とし役割を全うしてまいります。 

 

 

＜自宅事務所＞ 

〒572-0058 寝屋川市黒原橘町７－１２ 

  ＴＥＬ／ＦＡＸ ： ０７２（８２８）２７９２ 

  Ｍａｉｌ ： matsu-ｊ-nao-h@rio.odn.ne.jp 

  Ｈ Ｐ ： http://www.matsumoto-kokoro-ikiiki.jp 

（１） 

 

会派幹事長に！文教常任委員・消防議会議員で活動中！ 

花を育て、まちを創る！ 

＜平成２６年度の役職＞ 
    

 ○文教常任委員会 委員 

 ○議会運営委員会 委員 

 ○枚方寝屋川消防組合議会 議員 

 ○有功者選定諮問委員会 副会長 

 

 ○新生ねやがわクラブ議員団 幹事長 

＜和光小学校運動会＞ ＜竹の子掘り＞ 

＜自転車の駅オープン＞ ＜「英語村」開村式＞ 

＜農業委員会視察･意見交換＞ ＜Panasonicチャレンジ大会２０１４＞ 

 

松本順一ホームページ 

matsum 

 

検索 
クリック 

平成２５年度（平成２５年４月１日から平成２６年３月末）の決算見込みが公表されました。一般会計の歳入総額は７８７億４６

３８万円、歳出総額は７７７億２４４３万円で、景気回復の兆しが未だに市民生活に実感できない中、市税収入は微増したもの

の扶助費の増加などにより、厳しい財政状況でしたが、人件費を始めとする経常経費の抑制や行財政改革の断行、あらゆる

財源の確保に努めた結果、単年度及び実質収支とも黒字となり１０年間連続の決算となりました。また、従前から財政改革を

求め続けていた国民健康保険特別会計は、昨年度約３億円あった赤字を解消し、実質収支が約７千万円の黒字を計上するこ

とになり、高く評価するも 

のです。 

なお、１０月１４日（火） 

～１７日（金）に予定され 

ている決算審査特別委員 

会で決算状況について慎 

重に審査してまいります。 

１０年連続で黒字に！国保も黒字転換！＜平成２５年度決算見込み公表される＞ 

                                      （単位：百万円） 

 

 

平成２５年度決算見込み 平成２４年度決算 

単年度収支 実質収支 単年度収支 実質収支 

一般会計（普通会計） １５７．９ ８５７．８ １８５．９ ６９９．９ 

一般会計・特別会計合計 ５３９．４ １０５２．３ １０５７．７ ３９４．３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜地域のみんなで花壇づくり＞ 

＜水上救助訓練＞ 

＜緊急情報管理センター＞ 
 

火災件数 
救急出動件数及び搬送人員 

出動件数 搬送人員 

総 数 ２１５ ３１，３６４ ２８，４０２ 

寝 屋 川 署  ８６ １２，１６８ １０，９４５ 

枚 方 署  ５８ １０，０９６  ９，０７８ 

枚 方 東 署  ７１  ９，１００  ８，３７９ 

 

＜平成２５年度の概要＞ 

身近な課題や寝屋川市の取り組みについて、ご報告や意見交換
をさせていただきたいと想います。気軽にお声かけください。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） （３） 

総務常任委員会の審査結果報告 
 

 

 

 寝屋川市の「第４期定員適正化計画」では、職員数を平成２６年４月に１２００名以内と

することを目指しています。平成１２年に２２２９名であった職員数が、平成２２年４月で

は１４１５名（８１４名削減）になっています。 

 

 ６月市議会定例会が６月１８日（水）から７月４日（金）までの１７日間にわたり開催されまし

た。合計２０案件を慎重審議した結果、すべて原案通り可決成立しました。なお、議員提案と

して上程した議員報酬と政務活動費の改定についても可決成立しました。 

＜主な審議項目＞ 
（報告）３件 

  ○平成２５年度寝屋川市水道事業会計継続費繰り越しの報告 

  ○平成２５年度寝屋川市一般会計繰越明許費等の報告（２件） 
 

 （議案）９件 

  ○寝屋川市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正 

  ○寝屋川市税条例等の一部改正 

  ○寝屋川市老人医療費の助成に関する条例等の一部改正 

  ○平成２６年度寝屋川市一般会計補正予算 

  ●工事請負契約の締結（新ごみ処理施設建設） 

  ●財産の取得（学園ＩＣＴ事業化構想のパソコン等） 

  ○財産の取得 

（災害用備蓄品、ハイブリッドごみ収集車両）２件 

  ○訴えの提起 
 

（人事案件）２件 

  ○教育委員会委員の任命（１名） 

  ○固定資産評価審査委員会委員の選任（１名）  
 

 （議員提案）６件 

  ●寝屋川市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の 

一部改正 

  ●寝屋川市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正 

  ○総合的、体系的若者雇用対策を求める意見書 

  ○地域包括ケアシステム構築のための地域の実情に応じた 

支援を求める意見書 

  ○中小企業の事業環境の改善を求める意見書 

  ○子ども医療費助成制度の拡充を求める意見書 
 

◆ごみ焼却施設 平成３０年４月稼働に向け本格スタート！ 
 

 「寝屋川市新ごみ処理施設建設工事」の工事請負契約の締結が審議され、設計業務・プラン

ト工事・建築工事を一括発注することが決定しました。設置場所は、寝屋川市寝屋南１丁目２

番１号（現クリーンセンター敷地内）で、完成を平成３０年３月３０日、契約金は１２２億４７２０万

円（内消費税及び地方消費税の額９億７２０万円）となりました。 

現在クリーンセンターで稼働しているごみ

焼却施設は、昭和５５年の竣工以来約３４年

間が経過しています。施設の老朽化が進

み、その修繕に毎年多額の費用が必要とな

っています（平成２５年度で約１億４４００万

円）。また、施設の精密機能検査では平成２

９年頃までの稼働は可能とされているもの 

の、以降は新しい焼却炉での対応が必要との考えから、平成

２５年５月に「新ごみ処理施設整備実施方針」を策定し、今日

まで審議会の設置や議会との協議の場等を経て、準備・検

討を行なってまいりました。 

私たちの生活には欠かせないごみを処分する衛生的で安

全な施設や、ごみを焼却するというためだけの施設ではな

く、環境について考え実践していくシンボル的施設として、ま

た、焼却熱を最大限利用するエコ施設として市民に親しまれ

ることが必要と考えます。基本設計や詳細設計ののち、建築

工事が始まりますが、定期的に進捗状況を確認しチェックし

てまいります。 

 

 

寝屋川市では、３か年計画の「学園ＩＣＴ化構想事業」を策定し、段階的なＩＣＴ環境整備を進めており、

本年は中間年度を迎えます。このたびの財産取得で小学校１・２年の教室のＩＣＴ機器の導入が図れるこ

とになり、小学校１年から６年までのすべての教室が整備されることになります。また、来年度の最終年

度には、すべての中学校で、ＩＣＴ環境が整うことになります。本市では、情報化社会の変化や国際的な

対応策として、ＩＣＴ環境の整備や英語教育に力を注いでおり、私は、将来を見据えた教育方針としては、

極めて重要な対応であると考えています。しかし、一報では、教材開発や教師の授業のあり方も研究し

様変わりしていかなければなりません。さらには、時代を先取りした対応に合わせ、子供たちが「学ぶこと 

の大切さ」や「道徳心」を養うことは今後ますます重要になってくると考えます。学校の環境整備の充実にはこの視点を基本

にしながら取り組んでまいります。 

◆小学校のＩＣＴ化が前進！ ノートパソコンなど財産を取得 
 

 「学園ＩＣＴ化構想事業」に基づく環境整備のため、小・中学校等にノートパソコン等を購

入し、教育環境のＩＣＴ化を進めることを目的に、総額４６９１万８６５６円（内消費税及び地

方消費税の額３４７万５４５６円）の財産を取得することになりました。 

＜主な施設仕様＞ 

＊施設概要：廃棄物を適正処理するために環境対策に 

万全を期すとともに、市民に親しまれる一般廃棄物 

（ごみ）焼却施設として整備を行う。 
 

＊契約方法：総合評価制限付一般競争入札 
 

＊契約の相手方：日立造船株式会社 
 

＊施設概要： 

・焼却規模は２００トン／日（１００トン×２基） 

・建設敷地は約４０００㎡ 

・生活環境影響調査結果を踏まえたきめ細かな 

環境保全対策を講じる 

・焼却熱は高効率ごみの発電や温水等に活用し 

余剰電力は売電 

・太陽光発電パネルを設置し自然エネルギーを活用 

・環境学習機能や市民活動の拠点としての整備 

・耐震性に優れ（震度７クラス）緊急時の避難場所 

去る４月１３日（月）から１６日（水）にかけてベトナムの南北の

中心都市であるホーチミン市とハノイ市に行ってまいりました。

印象は、ベトナム戦争の傷跡や歴史建造物が多く残るまち。バ

イクで行き来する市民生活のまち。下水対策や子供たちの教育

環境も課題が多く、衛生的にも充分とは言い難いまちでした。一

方、日本をはじめ、韓国などからも大手企業が多く進出し、建築

物も近代化の波が大きく押し寄せてきています。歴史と近代化

の双方が混在するベトナムに触 

れ、将来の街づくりには、政治的 

な取り組みの重要性を痛感する 

とともに、本市の将来へのまちづ 

くりについて深く考えさせられた視 

察でした。今後の議会活動に活か 

して行きたいと考えています。 

歴史と近代化が進むベトナムを訪問！ 

               議会費の削減として主なものに、議員定数の削減、議員報酬の削減、政務活動費の削減等がありま

す。本市の議会では、従前から議会費の削減を目的として協議を重ね対応してまいりました。特に議

員定数は同じ人口規模の市と比較しても先進的な対応をしているのが現状です。このたびの議員報酬

や政務活動費の削減については、幹事長会議にて、各会派の思いや、議員個人の生活様式を認め合

いつつ、議会合意を図るための協議をしてきました。私は、市民の視点を基本としつつも、議員の活動

や生活を営むための、持続可能な水準決定が必要で、このことは市民生活の維持向上のためにも不

可欠であるとの考えに基づいた協議に参加してまいりました。条例改正された後も市民福祉の維持向 

上に向け一層努力してまいりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

◆政務活動費及び議員報酬を合計月額３万円減額決定！ 
 

  寝屋川市の議会では、議会費の削減や東日本の震災復興・復旧、さらには本市の安全・安心への財源に充当する目的で

議員報酬を本年７月まで５万円を減額を行ってまいりました。この暫定期間を終了するに 

あたり、幹事長会議において、以降の対応について度重なる協議を行ってまいりました。 

結果として議員報酬を５千円減額、政務活動費を２万５千円減額することで全会派が了承 

し、条例の改正を行ったものです。 
 

＜主な改正点＞ 

・議員報酬：一般議員６６万５千円⇒６６万円に（５千円減額）平成２６年８月より 

・政務活動費：月額７万円⇒４万５千円に（２万５千円減額）平成２７年４月より 

・財政的効果額：年間１議員あたり３８万３４００円の議会費削減 

年間議会全体（２７名分）１０３５万１８００円の議会費削減 

 

 

 

＜主な取得財産＞ 

   ・ノートパソコン ２５８台（小学校１・２年生の教室用や小中学校用各３台等） 

   ・プリンター    ３６台（小中学校各１台） 

   ・タブレットパソコン等アクセスポイント、パワーインジェクター等 

会議開催時の主催者あいさつより（次号へ続く） 

心に響く言葉 

 

 

 
＜政務活動費を使用研修会等に参加＞ 

 

 

 

 

 

＜小学校のＩＣＴ化＞ 

＜新ごみ処理施設完成イメージ図＞ 

＜バイクが主な移動手段＞ 
＜日本人が経営する学校訪問＞ 

＜建設された高層マンション＞ ＜パナソニックＲｉｓｕＰｉａ視察＞

＞ 

実力の差は努力の差 

実績の差は責任感の差 

人格の差は苦労の差 

判断力の差は情報の差 

６月市議会定例会開催される！ 

＜議員提案の趣旨説明＞ 

 
＜ジェトロで意見交換＞ 


